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　向寒の候、益々ご健勝のこと心よりお喜び申し上げます。
先日は、ご多忙中にもかかわりませず、私たちの定期演奏会にお越しいただきまして、誠にありがとうございました。
　私たちメロマン室内管弦楽団の活動も、多くの方々にお支えいただき、今回第３５回記念演奏会を迎えることができました。
交響曲としては、最も親しまれているドヴォルザークの「交響曲第９番《新世界より》」をはじめ、ハイドンの「序曲ニ長調」やウォーロックの「カプリオール組曲」を演奏いたしました。
それぞれの演奏は、緊張の中にもリラックスした気持ちで発表できましたこと、団員一同心より感謝申し上げます。
特に、今回はじめて客演指揮者として加藤完二先生をお迎えすることができました。加藤先生には、厳しい中にも、積極的な練習への意欲を盛り上げてくださる、熱意あふれるご指導をいただき、団員一同心をひとつに、よりレベルアップした演奏ができましたことを大変うれしく思っております。
これからも一層練習に励み、次回の演奏会でも精一杯の演奏をお届けしたいと思います。今後とも変わらぬご支援ご指導を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
　これから寒さの厳しい季節を迎えます。くれぐれもご自愛くださいますよう、またより一層のご活躍をお祈り申し上げ、御礼の言葉とさせていただきます。
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